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以前のバージョンからの変更点
๏操作者・装着者の完全削除機能を非表示化 (P.17, P.18, P.19, P.20) 
๏HALコミュニケーションシートに腰タイプ用ページを追加 (P.59, P.60, P.61) 
๏モニタリングデータの装着者修正機能を追加 (P.54) 
๏モニタリング情報ページの表示を修正 (P.54)
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初回利用の流れ
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初回利用の流れ (ワンタイムパスワードでのログイン方法)
HALモニターに同梱されている別紙「HALモニター認証初期化手順」を実施後、下記手順でHALモニタ
ーにログインしてください。Authenticatorアプリでワンタイムパスワードを発行してログインします。 
ログアウトしなければ初回以外のログインは不要です。

(1) ホーム画面から 
Authenticatorアプリを選択

(2) ワンタイムパスワードを 
タップしてコピー

(4) 規約をご確認ください 
(初回のみ)

(3) HALモニターアプリを表示 
メールアドレスの入力 
パスワードをペーストしログイン

(7) タイムライン画面上部の「腰タイ
プ」をタップ。装着者への同意を求
める事項にご回答頂く (初回のみ)

(5) HAL操作者を登録 
次回はこのページから開始します (6) HAL装着者を登録
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初回利用の流れ (メールアドレス/パスワードでのログイン方法)
ワンタイムパスワードを使えない場合はこのページの手順で初回ログインしてください。ログイン時
に登録済みのメールアドレス/パスワードが必要です。  
ログアウトしなければ初回以外のログインは不要です。 

(1) ホーム画面からHALモニター
アプリを選択

(2) 送られているメールアドレス/ 
パスワードを入力し、ログイン

(3) 規約をご確認ください 
(初回のみ)

(4) HAL操作者を登録 
次回はこのページから開始します (5) HAL装着者を登録

(6) タイムライン画面上部の「腰タイ
プ」をタップ。装着者への同意を求
める事項にご回答頂く (初回のみ)



￼7

基本利用の流れ
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基本利用の流れ (1)

HALモニターアプリの基本利用の流れです。

(1) ホーム画面からアプリを選択 (2) 操作者を選択

(3) 装着者を選択
(4) 上段タブの腰タイプをタップ 
右下にある紫+をタップ
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基本利用の流れ (2)

(5) モニタリング開始をタップ

(7) 姿勢を選択。接続をタップ

(6) 使用機体をタップ

(8) モニタリング画面表示。 
HAL腰タイプのアシスト開始
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HAL操作者
HAL装着者
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新規操作者の作成
新たにHAL操作者を追加する際の手順です。

保存すると一覧に反映されます

QRコードから操作者名、外部IDを 
読み取って入力できます 
※QRコード読み取りをサポートして 
いないiPadのバージョンもあります

「新規操作者を登録」をタップ 
操作者の名前と外部IDを入力します 
外部IDの入力は任意です
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新規装着者の作成 (1) (基本情報)
新たにHAL装着者を追加する際の手順です。

๏最新のモニタリング情報は、実施時に自動更新 
๏赤字(装着者、生年月日、性別、主疾患)は必須入力 
๏身長、体重はフィッティング時入力のため現時点では入力不可

保存ボタン

保存後の再編集時は 
ペンマークを押してください ページ全体を削除

QRコードから装着者名、外部ID
を読み取って入力できます 

※QRコード読み取りをサポートして 
いないiPadのバージョンもあります

「新規装着者を登録」をタップ
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新規装着者の作成 (2) (現在治療中の病気)
装着者の主疾患、合併症を発症日、対象部位とともに登録、管理できます。

主疾患と同様の入力画面を 
追加できます

• Simple: 利用頻度の高い疾患から選択できます 
• ICD-10-CM: ICD-10-CM疾患分類全体から選択できます 

（英語のみ対応） 

疾患名を自由に入力できます

自由入力

疾患選択

タップで 
選択肢表示
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新規装着者の作成 (3) (これまでにかかった病気)
装着者の既往歴を発症日、対象部位、現在の状況とともに登録、管理できます。
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操作者/装着者をQRコードから選択する
QRコードを読み込んで、操作者/装着者を選択できます。
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表示列のカスタマイズ
操作者一覧、装着者一覧で表示される列の内容を変更できます。 
変更内容はソート順とともに記憶されます。
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操作者のアーカイブ
利用しなくなったHAL操作者を一覧から削除する際の手順です。完全削除はされずアーカイブページに
移動されます。復元手順は次のページを確認してください。

編集欄の　マークをタップ 右上の　マークをタップ

アーカイブボタンをタップ アーカイブ完了
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操作者の復元
アーカイブしたHAL操作者を復元する際の手順です。 

アーカイブされた操作者をタップ 復元するボタンをタップ

復元完了
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装着者のアーカイブ
利用しなくなったHAL装着者を一覧から削除する際の手順です。完全削除はされずアーカイブページに
移動されます。復元手順は次のページを確認してください。

装着者情報の　マークをタップ アーカイブをタップ

アーカイブボタンをタップ アーカイブ完了
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装着者の復元
アーカイブしたHAL装着者を復元する際の手順です。 

アーカイブされた装着者をタップ 復元するボタンをタップ

復元完了
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装着者タイムライン
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装着者タイムライン
装着者の過去履歴や登録内容の確認、修正、モニタリング開始等の操作を行えます。

過去の実施、登録一覧 
๏モニタリング結果 
๏バイタルチェック 
๏評価 
๏装着情報変更など
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装着者タイムライン (実施内容の選択)
実践したい内容によってアイコンをタップしてください。

右下に紫+表示 
モニタリング開始、装着、 
バイタルチェックが選択可能

右下に緑+表示 
評価、ヒアリング、 
バイタルチェック、 
コメントが選択可能
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装着者タイムラインの操作 
ページ右上の　マークをタップすると一覧が表示され、各項目の操作ができます。

๏ 装着者情報 
1) 基本情報 

• 装着者基本情報 
(氏名、性別、生年月日、外部ID、身長、体重) 

• モニタリング関連 
(最新使用日時、合計時間、合計回数) 

2) 病歴管理 
• 主疾患名、対象部位、発症日、その他疾患、合併症 

๏ トレンドレポート 
本マニュアルのトレンドレポート詳細ページを参照してく
ださい。 

๏ HALコミュニケーションシート 
過去のモニタリング結果の傾向を数値やグラフで表示でき
ます。詳細は P.59 以降を参照してください。 

๏ クール管理 
๏ 最新の装着情報 
๏ HAL使用履歴 
๏ 同意内容のご確認 
๏ 装着者の設定
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装着者情報

基本情報

現在治療中の病気 これまでにかかった病気 (既往歴)

このページから追記・修正が可能



クール管理
クール期間を登録することで、選択期間内ごとに履歴を管理できます。
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開始日、終了日を入力 指定した期間を1クールとして
保存

選択したクール期間でフィルタ
されたタイムラインを表示



最新の装着情報
「装着」で登録した情報(装着メモと体型情報)の最終登録の状況を確認できます。
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装着メモ

体型情報

このページから 
追記・修正が可能



HAL使用履歴
過去実施したHAL使用履歴を確認できます。
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๏機体の種類 
๏最終使用日時 
๏使用回数/合計使用時間 
を参照可能



同意内容のご確認
初回利用時にご確認頂いた同意状況を再度ご確認頂けます。
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装着者の設定
「HAL選択の初期値」で選択した機体が自動選択されるようになります。
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フィルタ管理
選択したクールまたは指定した期間や「お気に入りのみ」の表示に変更できます。
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クール・フィルタ期間選択

お気に入り選択

選択したクール・期間のみ表示

「お気に入り」を付けた 
項目のみ表示



操作者の切り替え
タイムライン画面右上の操作者名をタップして操作者の切り替えが可能です。

￼32

切り替わった
操作者
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評価・ヒアリング 



評価・ヒアリング概要
ページ右下の緑+マークをタップすると一覧が表示され、各項目の操作ができます。
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๏バイタルチェック 
• 血圧、脈拍、SpO2の入力 
• 過去に登録したバイタル情報の参照 

๏ヒアリング 
• 達成度、満足度、疲労度のスクリーニング 
• 皮膚の有害事象の有無と処置の有無 
• 過去の登録したヒアリング情報の参照 

๏評価 
• 6m歩行、10m歩行、2分間歩行、6分間歩行、 

BBS、BRS、FAC、FMA、MMT、TUG、WISCI II、 
CS-30 

• それぞれに評価場所、使用機器を入力 

๏コメント 
• タイムライン上にコメントを追加 
• コメントに対するコメントの追加



バイタルチェック
最高・最低血圧、脈拍数、SpO2の登録とともに、過去の履歴も確認できます。

￼35



ヒアリング
装着者の各種主観や有害事象(皮膚の状態等)を登録できます。
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達成度、疲労度、関節痛の項目は、 
スライドして0-100の10刻みで選択

入力終了後、右上の 
チェックマークで登録完了



評価 (1)
評価: 6m・10m歩行評価、2分間・6分間歩行評価、BBS、BRS、FAC、FMA、MMT、TUG、 
WISCI II、CS-30の入力および管理が可能です。
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時間を入力→速度が自動計算 
歩数を入力→歩行率が自動計算

例: 2分間歩行評価の画面

入力終了後、右上の 
チェックマークで登録完了

作成日のカレンダーアイコンをタップす
ると過去日付で登録可能です。 
当日に作成し忘れて後日に歩行評価の結
果を登録する時にご利用ください。
測定不能、または異常値にチェックをつけるとトレンド
レポートの集計から除外されます



評価 (2-1)
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例: 2分間歩行評価、 
　  6分間歩行評価の画面

例: 6メートル歩行評価、 
　  10メートル歩行評価の画面 例: BBSの画面

例: BRSの画面



評価 (2-2)
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例: FMAの画面 
　  (下肢、上肢、バランス、感覚、他動関節可動域と関節痛)例: FACの画面

入力項目を未入力に戻したい場合は
編集モードにしてxボタンをタップ
してください。



評価 (2-3)
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例: TUGの画面例: MMTの画面 例: WISCI IIの画面

例: CS-30の画面



評価 (3)
カメラで写真もしくは動画を撮影し添付できます。 
写真ライブラリまたはファイルを選択でiPadで撮影済みの写真または動画を添付可能です。
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撮影完了後、右下の 
ビデオを使用で添付完了

添付動画をタップすると拡大表示できます。 
右上の削除ボタンを押すと添付動画を 
削除できます。 
(編集モード以外では削除ボタンは 
表示されません) 

※歩行評価の編集を破棄した場合、 
　動画は削除されず元に戻ります。



評価 (4)
6m・10m歩行評価、TUGではストップウォッチによる時間計測ができます。計測中は動画撮影が行
えません。
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ストップウォッチを開くをタップ 開始をタップして計測をスタート 停止をタップして経過時間を記録

入力をタップして計測時間を反映

リスタートをタップすることで 
連続して計測できます

※入力後に再度ストップウ
ォッチで計測した結果を入

力すると上書きされます
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コメント(1)
タイムラインにコメントを追加できます。コメントに対して更にコメントを追加できます。

保存ボタンをタップ登録完了
左上xボタンでタイムライン画面
へ戻る

コメント本文をタップすることで、 
追加コメント含めて再編集が可能

追加コメント登録可能

コメントプレビューを有効にすると 
タイムラインでコメントが表示



コメント(2)
タイムラインにコメントを追加できます。画像や動画の追加もできます
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撮影ボタンをタップ
メニューをタップし、 
写真や動画を追加

保存ボタンをタップ登録完了
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腰タイプ選択時の右下メニュー



腰タイプ選択時右下メニュー概要
ページ右下の紫+マークをタップすると一覧が表示され、各項目の操作ができます。

๏バイタルチェック 
• 血圧、脈拍、SpO2の入力 
• 過去に登録したバイタル情報の参照 

๏装着 
1) 装着メモ 

• 写真撮影・管理 
• 概要 (例: 装着状況の補足等) 
• 過去の登録メモ参照 

2) 体型情報 (身長、体重、腹囲、 
大腿長、下腿長など) 

๏モニタリング開始 
• HALモニタリング画面へ移動
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バイタルチェック
最高・最低血圧、脈拍数、SpO2の登録とともに、過去の履歴も確認できます。

※このページと「評価・ヒアリング」での登録は 
別項目での表示になるためご注意ください。
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装着 (装着メモ、体型情報)
装着者の体型情報の登録や、装着時のポイントなどを写真とともに登録できます。

装着メモ

体型情報

写真撮影可能
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ここで登録した最新情報が 
「最新の装着情報」に反映されます



装着 (登録した写真の削除)
登録した画像は編集モードから個別に削除できます。
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1. 編集モードの状態で、削除したい写真をタップ 
2. 拡大表示されるので、右上の削除ボタンを押す 
3. 確認ダイアログで削除をタップ

※左上のxボタンをタップして編集を破棄した場合、画像は削除されません。



モニタリング画面
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モニタリング開始 (機体との接続)
モニタリングを開始する際の流れです。(2)の通信確立前にHAL腰タイプの+ボタンを長押しで開始し
てしまうとビジー表示になります。

(1) 「モニタリング開始」を選択 (2) HALを起動し、通信が確立するのを待ちます

※ビジー表示となる原因 
• HALがアシスト中 
• 他HALモニターがHALに接続して

いる場合(複数機体導入施設)

(3) 利用する機体アイコンをタップ、姿勢を 
選択して「接続」ボタンを押す (4) 接続完了 HAL START
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左: 座位 
右: 立位



モニタリング メインページ
各表示の説明、表示切り替えボタンから選択できるアイコンを一覧表示しています。
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表示切り替えボタン

メニューボタン

バッテリ残量

通信状態

○グラフ表示
BES: 伸展BES  トルク: 出力トルク 
前後傾: 体幹前後の角度  左右傾: 体幹左右の角度

通信状況が不安定な場合は、グラフが薄く表示されます

アシストレベル

経過時間

モードの表示

体幹の前後の傾き

体幹の左右の傾き

BESの出力とトルクの出力 
太い線：現在の出力 
細い線：直近の最大出力

動画の撮影切り替え選択

最大角度(可動域)リセットボタン

目標設定ボタン

目標達成回数運動プログラム名

体幹前後の角度から予測される
BESの発生すべきタイミング



モニタリング 目標設定
モニタリング開始前に運動プログラムとその目標角度や目標回数、補助用メトロノームの間隔の設定
ができます。目標角度に到達した際、音とビジュアルで通知されます。
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目標角度ライン: 設定した目標角度を示します。 
青色時: 目標角度到達後、10°以上離れている 
赤色時: 目標角度到達後、10°未満しか離れていない 

(10°以上離れるまで次のカウントが行われません) 
緑色時: 目標角度を超えている

ガイド用動画を再生

(1) 右上の歯車アイコンを押す (2) 運動プログラムを選択 (3) 目標を設定して閉じる

目標設定



モニタリング再生と情報
タイムラインからモニタリング結果を再⽣できます。再生時にグラフ表⽰の各種変更が可能です。 
タイムラインのモニタリングデータをタップすると基本情報やアシスト設定も参照可能です。

基本情報 アシスト設定

HALをSTOPするとモニタリングデータ
を保存します

＜可能操作＞ 
一時停止 
高速再生、低速再生 
10秒進む、10秒戻す 
グラフ変更 
表示項目変更
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再生ボタン

再生画面

前に戻る、次に進む: 
前後のモニタリング
結果に移動

削除: データを削除します。 
装着者変更: データの保存先を他の
装着者タイムラインに変更します。 
画面をプリント: P.64 を参照してく
ださい。



「最新のファームウェアを利用可能」メッセージ
HAL腰タイプ接続時、「最新のファームウェアを利用可能」メッセージが表示される場合があります。 
HAL腰タイプ機体のファームウェアを更新するには、「ファームウェアを更新する」をタップしてくだ
さい。タップ後の詳細手順は本マニュアル「付録」ページを参照してください。 
ファームウェア更新は必須ではありません。ファームウェアを更新せずにモニタリングを実施したい場
合は「モニタリングを続ける」をタップしてください。
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モニタリングしたい場合は
「モニタリングを続ける」を
タップしてください

ファームウェアとは: 
HAL腰タイプの中で動作しているソフトウェアのことです



トレンドレポート詳細
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トレンドレポート (腰タイプ)
モニタリング時間とその累計時間を参照できます。
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トレンドレポート (評価)
「評価」で登録した結果の履歴をグラフで参照できます。歩行評価とTUGは前後比較のグラフとして
参照できます。

前評価

後評価

前後評価ともに「結果」に入力した平均値をグラフで表示 
時間: 小数点第3位を切り捨て 
歩数: 小数点第2位を切り捨て

￼58



HALコミュニケーションシート 
詳細
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HALコミュニケーションシート（腰タイプ）
選択日のモニタリング結果と評価を可視化できます。ふたつの日付を選択すると最新日と比較日を比較可能です(1日のみでも表示
可能)。また、タブを切り替えることでモニタリングごとの比較も可能です。

ドラッグ操作で最新日
の日付を変更

ドラッグ操作で比較日
の日付を変更

印刷可能

タップ操作で比較日の
日付を変更

比較日のモニタリング
データを太字表示する
ように切り替える

上段の太字表示が最新日の
モニタリングデータ。 
下段表示が比較日のモニタ
リングデータ。

HALコミュニケーションシート（腰タイプ）表示条件: 
• HAL腰タイプの有効モニタリングデータが存在すること 
• 有効モニタリングデータ: モニタリング時間1分以上であること

タップ操作で比較日の
日付をブックマークし
た日付に変更

タップでブックマーク操作 ブックマーク表示

HAL周辺機器のフィルタ

比較単位の変更
「腰タイプ」選択

全体ランキング一覧表示

モニタリング目標設定
(P.53)で指定した運動プロ
グラムごとの比較グラフ。 
バージョン25.04.00または
それ以降で記録されたモニ
タリングデータのみ表示さ
れます。
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HALコミュニケーションシート（月間獲得コインランキング）

当月に獲得した 
合計コイン獲得数

今月の獲得コイン数グラフ 

青線: 一日に獲得した合計コイン数の推移 
破線: 一日の平均コイン数の推移

運動プログラムで設定した目標角度(P.53)を超えた回数が「コイン獲得数」です。当月のコイン獲得数のランキング情報を表示し
ます。ランキングは一日一回、HAL腰タイプ利用者全員に対して定期的に集計されます。

全体ランキング一覧表示のためのニック
ネームを設定できます。ランキング表示に
反映されるのは次回集計時です。

全体での月間獲得コインランキング順位

ランキング設定

全体ランキング一覧表示 
HAL腰タイプ装着者全員のうち、コイン獲得数が最も多い上位十名が
表示されます。 
ランキングに自分が含まれている場合には青色で表示されます。 
全体ランキングの集計対象となるのはバージョン25.04.00以降で記録
されたモニタリングデータのみです。

ランク上昇時に⽮印マークが表示されます。全体ランキ
ング一覧への反映は次回集計時です。



付録
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画面収録の方法
モニタリング状況等を画面収録するには、iPadの「画面収録」機能をご活用ください。

(1) ホーム画面から「設定」を選択
(2) コントロールセンターを選択 
コントロールカスタマイズをタップ

(4) ホーム画面で右上から左下になぞると 
画面収録ボタンがあります。 
タップして画面収録を開始できます。

(3) コントロールを追加から 
「画面収録」を選択 
※追加済みであれば作業不要
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PDF保存および印刷の方法
一部ページのPDF保存および印刷が可能です。 
iPadから印刷できるプリンターはAirPrint対応機器です。AirPrint対応機器かどうかはお使いのプリンターのマニ
ュアルをご確認ください。
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(1) 右上の三点マークから、 
画面をプリントを選択

(2) 印刷する場合は右上の
プリントをタップ

(3) PDF保存する場合はプレビュ
ー表示をピンチアウトでズーム

(5) このiPad内を選択し、 
右上の保存を選択

(4) ズーム画面の右上    マーク 
からファイルに保存を選択

注意. 
印刷操作はiPadのバージョンに
より異なる場合があります。



HAL腰タイプのWi-Fi接続設定(1)
下記手順でHAL腰タイプのWi-Fi接続設定を実施できます。
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(1) ホーム画面から 
HAL ConfigToolアプリを選択

(2) HAL腰タイプをWi-Fi接続設定モードで起動。 
起動方法は      アイコンから確認可能。

(3) HAL ConfigToolアプリ
からHAL腰タイプに接続

(4) 接続先SSIDとパスワードを入力。 
「SSIDとパスワードを設定」をタップ

画面のパスワードはダミーです。

(5) 「次へ」をタップ (6) 「接続」をタップ

次ページへ続きます。



HAL腰タイプのWi-Fi接続設定(2)
前ページからの続きです。
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(7) 「次へ」ボタンの有効化を
待機

完了後の画面でHAL ConfigTool
アプリの作業は終了です。

(8) 「次へ」をタップ (9) 「適用」をタップ (10) 「完了」をタップ

入力したSSIDやパスワードが誤っている場合: (7)の後に下記のようになります。※注意1参照

(8) エラーダイアログ表示。
「OK」をタップ

(9) 「再設定」をタップ 
※注意2参照

(10) SSIDとパスワードを再入力。 
「SSIDとパスワードを設定」をタップ

注意1. 
誤ったパスワードを入力すると
iPadのWi-Fi接続が切れる場合が
あります。正しいパスワードを
入力すると復旧します。 

注意2. 
Wi-Fiアクセスポイントがない環
境で作業する場合は正しい値で
もエラーダイアログ表示になり
ます。エラー後に「次へ」で進
めてください。



HAL腰タイプのファームウェア更新作業(1)
下記手順でHAL腰タイプのファームウェアを更新できます。
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(1) HALモニターの「最新のファームウェ
アを利用可能」画面で「ファームウェア
を更新する」をタップ

(4) 左上の3本線メニューを
タップ

(2) HAL腰タイプをWi-Fi接続設定モードで起動。 
起動方法は       アイコンから確認可能。 (3) HAL腰タイプに接続

画面のアカウントはダミーです。 
次ページへ続きます。

(5) 「ファームウェアの更新」
を選択

(6) HALモニターの初回ログイ
ンと同じ方法でログイン

ページ5のワンタイムパスワード
で初回ログインした方: 
iPadホーム画面から
Authenticatorアプリを起動して
ワンタイムパスワードを表示し
てください。表示したワンタイ
ムパスワードをパスワード欄に
入力してください。



HAL腰タイプのファームウェア更新作業(2)
前ページからの続きです。
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(7) 「更新」をタップ
(9) ファームウェアの転送を
待機 
※注意参照

(10) HAL腰タイプの更新完
了を待機

注意: ファームウェア転送にかかる時間の目安 
最大で約40分かかる場合があります。 

HAL腰タイプ利用の直前ではなく余力時間のある時に作業することをお勧めします。 
開始前にiPadとHAL腰タイプのバッテリー残量の確認をお願いします。 
待機中、iPadの画面を表示したままにしてください。 
途中で停止したい場合は「キャンセル」ボタンをタップして転送を停止してください。 
ファームウェア更新を途中で停止してもHAL腰タイプの利用に問題はありません。

更新完了後、「OK」をタップして作業は
終了です。 
HAL腰タイプを通常モードで再起動して
ください。

(8) 「更新」をタップ


